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新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族

み
な
さ
ま
で
希
望
あ
る
明
る

い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
町
議

会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
に
は
日
頃
よ
り
、
町

政
の
発
展
と
議
会
運
営
に
対

し
、
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
を
振
り
か
え

り
ま
す
と
、
西
日
本
の
豪
雨

災
害
や
大
阪
、
北
海
道
の
地

震
に
よ
る
災
害
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
避

難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
た

ち
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
こ

と
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

か
ら
総
合
体
育
館
西
側
、
高

瀬
中
学
校
南
側
に
つ
な
が
る

町
道
2
5
1
号
線
の
改
良

工
事
が
完
了
し
ま
す
。
一
丁

目
交
差
点
か
ら
総
合
体
育
館

や
あ
づ
み
病
院
へ
の
利
便
性

の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
よ
り
進
め
て
い
る

法
人
化
に
よ
る
農
地
の
集
積

や
規
模
拡
大
に
よ
る
生
産
性

向
上
に
よ
り
強
く
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
池

田
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農

業
の
生
産
が
向
上
し
発
展
す

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

「
平
成
」
も
こ
の
4
月
で

終
わ
り
、
新
し
い
年
号
と
な

り
ま
す
。
池
田
町
議
会
議
員

も
4
月
改
選
と
な
り
5
月

か
ら
は
新
し
い
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
と
も
に
お
互
い
の

絆
を
大
切
に
し
て
よ
い
年
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。皆

様
の
ご
多
幸
と
益
々
の

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

池
田
町
で
は
高
瀬
川
の
増

水
に
よ
り
、
あ
づ
み
野
広
場

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
多
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
高
瀬
川
左
岸
の

中
之
郷
地
籍
で
は
堤
防
が
削

り
取
ら
れ
決
壊
寸
前
と
な
り

ま
し
た
。
道
路
で
は
広
津
地

区
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
幸
い
に
も
大
き
な
被

害
に
は
至
ら
ず
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
町
の
芸
術
、
教

育
文
化
の
中
心
的
な
施
設
と

し
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
す
。
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
施
設
「
シ
ェ
ア
べ
ー

ス
・
に
ぎ
わ
い
」
と
と
も
に
、

町
の
益
々
の
活
性
化
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業

に
お
け
る
道
路
整
備
事
業
で

は
、
あ
づ
み
病
院
正
面
東
側

ようこそ !! 池田町議会　未来を担う子どもたちと共に

『議会って何をするところですか?』

『少し緊張しています!!』
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議会議長
那須　博天

新年の
 あいさつ

【10 月 2 日】
　会染小学校 3 年生の皆さ
んが社会見学にて、役場庁
舎や 3 階の議場を見学され
ました。質問席に立って質
疑方法を勉強していただき
ました。

【12 月 19 日】
　12 月定例会の最終日には
池田小学校 6 年生の皆さん
が本会議を傍聴されました。
最終日での議案討議や採決の
様子を見ていただきました。



12
月
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

12月
定例会

小中学校の夏の暑さ対策と
台風被害復旧事業の補正予算を可決

◦12月定例会の概要
12月10日～19日の会期10日間で、承認1件、議案8件を審
議し全て可決した。陳情4件、うち3件を採択し関係機関へ意
見書を提出した。残る１件は次期会期までの継続審査とした。

一般会計補正予算で決まった事業はなに! ?

主な目玉事業
ピックアップ

学校施設
改修事業
820万円

小中学校の教室にエアコン
設置のための設計委託料

道路維持経費
2230万円

除雪委託料と
重機借上げ料など

障害者福祉事業
7120万円

介護給付訓練等給付費

災害復旧事業
4180万円

平成29年10月の
台風21号による

地滑り被害の復旧工事費

［財源］
公共施設等整備基金繰入金
	 820万円

［財源］
一般財源　2230万円

［財源］
障害者総合支援給付費国庫負担金
	 3560万円
障害者総合支援給付費等県費負担金
	 1780万円
一般財源	 1780万円

［財源］
公共土木施設災害復旧費国負担金
	 1401万円
公共土木施設災害復旧費過年度国負担金
	 1267万円
補助災害復旧事業債	 770万円
補助災害復旧事業債過年度分
	 560万円
一般財源	 182万円
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扇風機では過ごせない夏の暑さ

大変な除雪作業

町道300号線災害現場（中之郷）



予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　
　聞きたい 予 算 審 査 質疑

予算決算特別委員会
～補正予算審議について、いくつかの審議の内容をお知らせします～

バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

問　

町
営
バ
ス
の
事
故
は
保
険
の
適
用
が

あ
り
、
リ
ー
ス
代
も
戻
っ
て
き
た
こ
と
で

良
か
っ
た
と
思
う
が
、
先
方
と
の
示
談
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

先
方
か
ら
9
月
13
日
に
申
し
出
が

あ
っ
た
。
町
か
ら
9
月
19
日
に
承
諾
書
を

先
方
に
提
出
し
て
い
る
。

問　

時
刻
表
等
更
新
業
務
委
託
料
で
バ
ス

停
を
3
カ
所
増
や
す
こ
と
は
あ
り
が
た
い

が
、
高
瀬
荘
も
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
が
あ
る
が
。

答　

増
設
は
難
し
い
。

問　

運
行
す
る
側
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音

量
な
ど
、
受
け
止
め
る
側
の
気
持
ち
を
配

慮
し
た
「
運
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
あ
れ
ば

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

運
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
確
認
し
て
い
な

い
が
、
委
託
業
者
と
も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

住
民
課

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　

企
画
費
の
少
子
化
対
策

と
し
て
、
講
演
会
を
企
画
し

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

答　

育
児
雑
誌
の
編
集
長

を
招
き
、
親
子
を
対
象
と
し

た
具
体
的
な
子
育
て
の
学
習

会
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

10
月
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
在
住
の
及
川
孝
信
氏
を
招

き
、
学
習
会
を
行
っ
た
。

町
な
か
駐
車
場
の
利
用
促
進
を

問　

新
設
の
第
２
駐
車
場
の
空
き

が
目
立
つ
。
利
用
促
進
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

答　

無
料
駐
車
場
の
表
示
な
ど
工

夫
し
て
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

る
。
国
の
政
策
に
よ
り
来
年
度
は

変
更
さ
れ
て
く
る
の
で
は
と
思
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

65
歳
以
上
全
員
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

問　

各
種
検
診
の
委
託
料
が
増
え

て
い
る
。
受
診
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

検
診
の
主
な
増
加
と
し
て
、

肺
が
ん
C
T
の
検
診
が
大
き
な
割

合
を
占
め
、
件
数
で
は
例
年
を
上

回
っ
て
い
る
。

障
害
者
福
祉
事
業
費
の
増
額
は

問　

民
生
費
の
障
害
者
福
祉
事
業

費
の
補
正
額
が
7
1
2
0
万
円
で

あ
る
が
、
当
初
予
算
に
繰
り
込
め

な
い
の
か
。

答　

前
期
分
の
実
績
の
中
で
当
初

予
算
を
上
回
る
件
数
が
出
て
し
ま

い
、
ま
た
、
1
件
の
単
価
的
な
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
増
え

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

予
防
接
種
や
健
診
事
業
の
現
状
は

問　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

の
現
状
は
。

答　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
は
5
歳
刻
み
で
行
っ
て
い

企
画
政
策
課

産
業
振
興
課

健
康
福
祉
課
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10月13日開催　少子化対策プロジェクト学習会

安曇野線走行のラッピングバス

まちなか第2駐車場



予
算
決
算
特
別
委
員
会

除
雪
対
策
は

問　

自
治
会
長
会
で
高
齢
化
に
よ
り

除
雪
が
出
来
な
い
と
の
声
が
あ
っ
た

が
対
策
は
。

答　

自
治
会
に
後
継
者
を
お
願
い
し

て
い
る
。
現
状
で
は
、
建
設
業
者
に

も
頼
め
な
い
の
で
地
元
の
皆
様
に
協

力
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
は
、
町
全

体
の
問
題
で
も
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
は

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

答　

登
録
者
は
、
会
染
児
童
ク
ラ
ブ

が
1
0
6
人
、
池
田
児
童
ク
ラ
ブ
が

82
人
で
あ
る
。

　

利
用
状
況
は
、
会
染
の
長
期
休
暇

及
び
休
日
利
用
が
2
%
増
、
平
日

が
10
%
減
少
。
池
田
の
長
期
休
暇
及

び
休
日
利
用
は
8
%
減
少
、
平
日
は

8
%
減
少
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
安
心
安
全
な
中
で
過
ご
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

文
化
財
保
護
、
今
後
の
予
定
は

問　

指
定
文
化
財
以
外
の
文
化
財
が

多
く
あ
る
と
思
う
が
今
後
の
予
定
は
。

答　

文
化
財
保
護
委
員
会
で
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

療
養
給
付
費
は
昨
年
度
に
比
べ
増
え
て
い
る
の
か
。

答　

9
月
期
ま
で
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
が
、
10
月
期
に

な
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
高
額
療
養
費
は
1
0
0
0
万
円
を
超
え
、
保

険
給
付
費
総
額
が
増
加
し
て
い
る
。

問　

10
月
に
医
療
費
が
急
に
伸
び
た
原
因
は
。

答　

個
々
の
事
案
に
つ
い
て
は
分
析
し
て
い
な
い
が
、
高
額
な
医
療
に
か

か
る
方
が
集
中
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
過
性
か
ど
う
か
見
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

保
険
給
付
費
が
右
肩
上
が
り
で
行
っ
た
場
合
、
予
防
措
置
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

早
期
発
見
を
し
て
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
す
る
た

め
、
保
健
事
業
で
頑
張
っ
て
い
る
。

問　

予
防
的
な
意
味
も
含
め
、
健
康
福
祉
課
と
連
携
し
、
国
保
会
計
の
状

況
を
広
報
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答　

健
康
福
祉
課
と
協
力
し
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
広
報
を
し
て
い
き

た
い
。

建
設
水
道
課

教
育
保
育
課

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈表紙〉
『初釜でお抹茶いっぷく健やかに』
～１月茶会・安曇野シュタイナーこども園おひさまにて～
　安曇野の自然と里の暮らしを生かし、豊かな感性と健康な体を育むことを大
切にしたシュタイナー教育では、月１回のお茶会など伝統行事を体験している。
豊かな自然とあたたかなまなざしに見守られ、今年もひとりひとりの個性が輝
き、心身ともに豊かな成長を、初釜『このいっぷく』に願いをこめる。

運動などで
健康づくりを！

定期的な
町や医療機関の
健診で

健康チェック！

バランスのとれた
食事を！
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児童クラブで遊ぶ子どもたち 除雪作業も高齢化

健康づくりに取り組みましょう

医療費を抑制することは、
保険料の抑制につながります。



常
任
委
員
会常 任 委 員 会

陳情４件を審議しました

に
は
半
額
補
助
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
の
支
援
は
町
の
財

政
か
ら
も
困
難
で
あ
り
主
旨

採
択
と
考
え
る
。

意
見　

無
料
化
は
難
し
い
が

現
状
の
実
態
や
今
後
の
厳
し

い
生
徒
数
を
考
え
る
と
何
ら

か
の
方
法
に
よ
り
、
支
援
の

上
乗
せ
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

審
議
結
果	

賛
成
多
数
で
継
続

審
査

振
興
文
教
委
員
会

意
見　

池
工
生
徒
の
バ
ス
無

料
化
は
財
政
上
の
問
題
、
町

外
の
人
に
町
の
税
金
を
使
用

す
る
事
な
ど
で
判
断
が
難
し

い
。

意
見　

県
立
高
校
な
の
で
県

へ
の
要
望
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
も
っ
と
調
査
が
必
要
と

考
え
る
の
で
継
続
審
査
と
し

た
い
。

意
見　

陳
情
校
の
み
無
料
で

は
、
他
校
通
学
生
と
の
公
平

性
か
ら
い
っ
て
も
問
題
が
生

じ
る
。

意
見　

現
在
も
バ
ス
通
学
生

意
見　

知
事
会
で
も
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を

提
出
し
て
お
り
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
事
故
が
頻
発
し
て
い
る

の
で
、採
択
す
べ
き
と
思
う
。

意
見　

日
米
地
位
協
定
は
不

合
理
で
あ
り
、
不
条
理
極
ま

り
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
の

陳
情
書
は
採
択
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。

審
議
結
果	

全
員
賛
成
で
採
択

関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

す
る
こ
と
を
決
す
る

意
見　

介
護
現
場
の
実
態
は

資
料
の
通
り
と
思
う
の
で
、

採
択
す
べ
き
と
考
え
る
。

意
見　

実
際
に
ど
ん
な
状
態

な
の
か
、
近
隣
の
状
況
も
明

記
し
た
上
で
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

意
見　

医
療
連
の
調
査
で
あ

る
の
で
、
県
内
の
状
況
も
ふ

く
め
た
数
値
で
は
な
い
か
。

全
国
的
な
組
織
か
ら
出
て
い

る
も
の
で
、
ト
ー
タ
ル
と
し

て
把
握
し
て
い
る
と
い
う
理

解
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

審
議
結
果	
全
員
賛
成
で
採
択

関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

す
る
こ
と
を
決
す
る

総
務
福
祉
委
員
会

意
見　

後
期
高
齢
者
の
方
は

戦
後
、
非
常
に
苦
労
し
て
き

た
人
た
ち
で
あ
り
、
老
後
は

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
１
割
負
担
は
維
持
し
た

方
が
よ
い
と
思
う
。
不
足
分

は
貯
金
を
取
り
崩
し
、
２
割

と
な
れ
ば
医
者
に
か
か
れ
な

い
と
い
う
人
も
増
え
る
の
で

は
な
い
か
。
よ
っ
て
こ
の
陳

情
に
賛
成
で
あ
る
。

意
見　

賛
成
は
し
た
い
が
資

料
の
内
容
に
は
納
得
で
き
な

い
。

審
議
結
果	

賛
成
多
数
で
採
択

関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出

す
る
こ
と
を
決
す
る

池田町議会だより　　第 121 号　　2019 年 1 月 30 日発行 6

◉
陳
情
10
号　
「
後
期
高
齢

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

見
直
し
」
に
あ
た
り
原
則

１
割
負
担
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

◉
陳
情
11
号　
「
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

と
夜
勤
交
替
制
労
働
の
改

善
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ

い
て

◉
陳
情
13
号　

通
学
支
援

バ
ス
に
関
す
る
陳
情
書

◉
陳
情
12
号　
「
全
国
知
事

会
が
求
め
る
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
見
直
し
と
日

本
か
ら
オ
ス
プ
レ
イ
の
撤

去
を
求
め
る
陳
情
書
」
に

つ
い
て

通学に利用される町営バス

みなさんの要望や改善事項を文書で議
会や町執行部に伝える方法として請願書
や陳情書の提出があります。
池田町議会では、議員の紹介があるも
のを請願、ないものを陳情と呼んでいま
すが請願書も陳情書も同じ扱いです。
提出された請願書や陳情書は、議長が
受理します。その後、定例会で関係する
常任委員会や議会運営委員会に付託し、
本会議で採決し議会としての結論を出し
ます。
■請願書・陳情書の書き方と留意事項■
1. 請願書（陳情書）は、その要旨、理
由を簡単に、わかりやすく書いてく
ださい。

2. 提出年月日、提出者の住所、氏名を
書いて押印してください。

3. 請願書は 1人以上の紹介議員が必要
となり、請願紹介議員の署名、また
は記名押印してください。

4. 紹介議員が付かないときは陳情書と
してください。

請願・陳情ってなあに？



本
会
議
質
疑
・
討
論
　

本 会 議 質 疑

【議案】
池田町一般会計補正予算について	 矢口　稔　議員
今回の補正予算は国及び県の補助金確定により計上されたものが主である。
社会福祉費として介護訓練等給付費 7100 万円などである。また、道路橋梁費と
して冬期の除雪委託料1600万円が計上された。
小学校費としてはスキー教室のバス代、理科用コンロの更新に伴う費用、また、プ
ログラミングソフトの費用などが計上された。池田町を担うこれからの子どもたち
の成長を期待するものであり必要と考える。
しかし、町の貯金である財政調整基金の繰り入れが 4590 万円となり、本年度の
財政調整基金からの繰入れ額は７億円の大台を超えた。
今後の財政をしっかりと見極めて、町政運営を行っていただくことを希望し賛成討
論とする。

議 案

陳 情
〈陳情〉「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり原則１割負担の継続
を求める意見書採択について	 服部久子　議員
高齢者の貧困が進んでいる。年金が下げられ、各種保険料が上がる中、これ以上の負担
は厳しい。よってこの陳情に賛成する。

〈陳情〉安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代
制労働の改善を求める陳情

服部久子　議員
医療、介護分野の労働は心身ともに非常に厳しい状況が
続いている。そのことにより労働力不足が常態化している。
よって早期の改善は必要であり陳情に賛成する。

〈陳情〉全国知事会が求める日米地位協定の抜本的見直しと日本からオスプレイ
の撤去を求める陳情書	 服部久子　議員
日本国内で起きた米軍にかかわる事故を国内法で裁けないのは、独立国としてあり得
ない。国は、国民の命と財産を守る責任がある。よって地位協定の見直しは当然である
のでこの陳情に賛成する。

賛成討論

賛成討論

本 会 議 討 論
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【議案】
平成30年度一般会計補正
予算(第9号)について
問　国から地方交付税350万

3000円財政措置される
が、ラスパイレス指数が29
年4月現在96.6％である
が、補正によって数字はど
う変わるのか。

答　公務員の給与改定により
増額したが、前年より若干
下がる傾向である。

【議案】
農業委員会に関する条例の一部改正について
問　農地利用最適化推進委員を2人から4人にすることによって費用対

効果はどうなるのか。
答　農地の集約が重要な課題で、877haの土地を2人では厳しい。2人
増やして農業者の相談や耕作放棄地の防止に努めてもらう。

問　農地パトロールをして
いる事が解るよう車に
ステッカーを付けるな
りの工夫をできないか。

答　現在、パトロールをし
ている時は、帽子、腕
章、農地パトロール中
のビブスをつけている。

農業委員・最適化推進委員による
農地再生のための抜根等作業

ラスパイレス指数とは、地方公
務員の給与水準を比較する指
標として用い、国家公務員との
比較で給与水準を表すもの。

一口
メモ



12月定例会
主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧
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○・・・賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

倉
科
栄
司

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

矢
口
新
平

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

櫻
井
康
人

立
野　

泰

承認
平成30年度池田町一般会計補正予算（第７号）について
小中学校の教室用のエアコン設置の設計委託料820万円を補
正した

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
北アルプス広域連合規約の変更について
大町市立病院併設施設の感染症病床を大町市立病院に譲渡す
るための規約を改正する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
池田町農業委員会に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
農業利用最適化推進委員2人を4人に増員する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 町道の路線廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 町道の路線認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案

平成30年度池田町一般会計補正予算（第８号）について
障害者福祉費の介護給付費7120万円、除雪のための道路維持
費2230万円、台風災害による復旧費4180万円など、合計１億
5071万円の増額補正する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
平成30年度池田町国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
平成30年度池田町簡易水道事業特別会計補正予算（第２
号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案

池田町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
人事院勧告に基づき国家公務員の給与改定に準じた一般職の
給与改定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案

池田町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
特別職給与法改正に準じた常勤特別職及び議員の期末手当の
改定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 平成30年度池田町一般会計補正予算（第９号）について
給与改定による人件費の増額補正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
平成30年度池田町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
について
給与改定による人件費の増額補正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 平成30年度池田町水道事業会計補正予算（第１号）について
給与改定による人件費の増額補正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり原則1
割負担の継続を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

発議
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を
求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
全国知事会が求める日米地位協定の抜本的見直しと日本
からオスプレイの撤去を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり原則1
割負担の継続を求める意見書採択について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を
求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
全国知事会が求める日米地位協定の抜本的見直しと日本
からオスプレイの撤去を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 通学支援バスに関する陳情書 継続
審査

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願（陳情）の採択・不採択…議会がその内容を審議して決定した賛否の意思決定のこと
表決（可決・否決・同意など）…議会の意思決定（個々の議員が参加し、議題などに対して賛成、反対の意思表示する）

一口
メモ



平日がお仕事の方にも傍聴
していただけるよう、日曜日
に議会を開催しました。一般
質問は町民の日常の声や議
員の考えをもとに、町長や教
育長などへその方針を問う
ものです。

休日議会はひとり 40 分の
制限時間内で質問します。
議会だよりはスペースの都
合上、質問と答弁の要約を
記載しています。

ここが聞きたい
10 人が一般質問を行いました

10議員が町政をただす!10議員が町政をただす!10議員が町政をただす!

質問者 質問事項

矢口　新平
・池田町における保小中一貫教育の今年度までにおける推進状況は
・日本アルプス国際学院の現状と今後の町としての取り組みは

横澤　はま
・健康教育における食に関する条件整備について
・健康長寿をめざす食育の取り組みについて
・地域交流センターの運営組織体制について

倉科　栄司 ・空き家バンクの現状と課題について

薄井　孝彦
・池田町平坦部の水道用地下水の保全対策について
・防災対策について

服部　久子

・給食費減免の具体化は
・学校と地域の連携で自殺防止対策を
・生活保護引き下げの影響は
・高齢者の足の確保について 

大出　美晴
・鳥獣被害の現状について
・保小中一貫教育の将来像は
・移住者の自治会への加入促進は

櫻井　康人
・農業環境の変化に町はどう対応するか
・中学校の運動部活動について 

矢口　　稔
・国際交流の推進について
・新地域交流センターは誰のものか

和澤　忠志
・認知症対策について
・保育園、小中学校における農業体験の取り組みについて

立野　　泰
・今後の海外販路拡大事業の方向性は
・有効な移住定住促進事業のアピールは
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議
会
　
一
般
質
問

問
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
況
は
。
ま
た
昨
年
実

施
し
た
実
態
調
査
の
方
法
と
調
査
か
ら
外

し
た
物
件
の
理
由
は
。

答
11
月
末
現
在
25
件
の
登
録
が
あ
り
、
そ
の

内
賃
貸
3
件
、
売
買
9
件
の
商
談
が
成

立
し
て
い
る
。
調
査
か
ら
外
し
た
物
件
は
広
津
・

陸
郷
地
区
の
居
住
に
適
さ
な
い
物
件
だ
っ
た
。

問
売
却
・
賃
貸
を
希
望
し
な
い
所
有
者
の
理

由
は
何
か
。

答
将
来
活
用
予
定
が
あ
っ
た
り
、
現
在
物
置

や
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
今
後
解

体
予
定
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
あ
っ
た
。

問
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
が
で
き
1
年
が

経
過
し
た
が
、
課
題
と
し
て
把
握
し
て
い

る
こ
と
は
何
か
。

問
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
、
効
果
的

な
教
育
活
動
の
展
開
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
保
小
中
一
貫
教
育
の
中
で
、
学
校
全
体
と

し
て
の
教
育
内
容
や
時
間
の
配
分
、
教
科

横
断
的
な
学
習
形
態
な
ど
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
作
成
し
共
有
化
を
図
る
。

問
各
教
科
と
関
連
づ
け
た
「
食
に
関
す
る
全

体
計
画
」
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

答
給
食
時
間
や
各
教
科
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
・
保
健
活
動
・
食
育
月
間
・
学
級
活

動
な
ど
を
通
し
、
更
に
充
実
、
体
系
化
し
て
い
く
。

問
少
子
化
に
伴
い
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養

士
2
名
体
制
が
、
や
が
て
1
名
体
制
と

な
る
事
を
危
惧
す
る
が
、
早
く
の
対
応
が
必
要
で

は
。

問
保
小
中
一
貫
教
育
の
今
年
度
の
進
ち
ょ
く

状
況
が
未
だ
に
見
え
て
こ
な
い
の
で
は
。

町
民
に
対
し
、
十
分
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

答
現
在
は
、
毎
月
三
校
の
校
長
と
池
田
、
会

染
両
園
長
に
よ
る
校
園
長
準
備
会
を
開
催

し
て
、
31
年
度
か
ら
の
計
画
の
素
案
・
特
に
教
職

員
に
向
け
た
推
進
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
る
。

問
町
民
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
き
て
い
な

い
。
も
っ
と
外
部
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
教
育
現
場
は
大
変
忙
し
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
今
年
度
は
、
年
間
の
研
修
計
画
や
内
容
指

導
者
の
検
討
、
ま
た
、
園
務
・
校
務
の
改

革
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
会
議
の
開
催
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
が
共
有
さ
れ
、
一
体
化
が

矢
口
新
平 

議
員

保
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

今
の
現
状
は

横
澤
は
ま 

議
員

健
康
教
育
の「
食
に
関
す
る

条
件
整
備
」に
つ
い
て

倉
科
栄
司 

議
員

空
き
家
バ
ン
ク
の
現
況
と

課
題
に
つ
い
て
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議
会
　
一
般
質
問

答
課
題
は
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
ケ
ー

ス
や
、
利
活
用
が
困
難
な
ど
の
理
由
で
登

録
が
難
し
い
物
件
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

問
地
区
の
空
き
家
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
自
治
会
長
に
依
頼
を

さ
れ
て
い
る
か
。

答
総
務
課
消
防
防
災
係
で
池
田
町
空
家
等
対

策
計
画
に
基
づ
き
、
空
き
家
調
査
を
業
者

委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
こ
こ
に
自
治
会
か
ら
の
情
報
提
供

を
プ
ラ
ス
し
て
い
く
。

問
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
や
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
な
ど

移
住
希
望
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
を
希

望
す
る
皆
さ
ん
が
、
資
料
請
求
や
情
報
提
供
を
求

め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
用
意
す
る
と
共
に
、
そ

の
場
で
用
紙
を
投
函
で
き
る
ポ
ス
ト
を
設
置
し
た

ら
ど
う
か
。

答
実
現
に
向
け
検
討
し
た
い
。

答
2
名
体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う
両
町
村
で

強
く
要
望
し
て
い
る
。

健
康
長
寿
を
目
指
す
食
育
の
取
組
に
つ

い
て問

高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
と

虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）
進
行
の
予
防
対
策
は
。

答
生
活
習
慣
病
予
防
及
び
、
重
症
化
予
防
を

中
心
に
、
健
康
教
室
・
ゴ
ム
体
操
・
認
知

症
カ
フ
ェ
・
ふ
れ
あ
い
会
な
ど
の
事
業
を
、
各
関

係
機
関
と
連
携
し
活
動
を
し
て
い
く
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
組
織
体
制
に

つ
い
て

問
複
合
施
設
と
し
て
の
運
営
組
織
体
制
は
、

い
つ
整
え
ら
れ
る
の
か
。

答
教
育
委
員
会
、
運
営
審
議
会
、
町
芸
術
文

化
協
会
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
の
で
、
今

し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

図
ら
れ
た
。
お
互
い
に
意
見
交
換
が
さ
れ
た
事
が

大
変
前
進
だ
。

問
会
染
保
育
園
の
老
朽
化
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
池
田
保
育
園
と
の
差
が
大
き
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
の
か
。池
田
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、

平
等
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
、

保
育
料
や
そ
の
他
、
可
能
な
部
分
で
金
額
の
差
で

違
い
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
。

答
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
寒
さ
暑
さ
対
策
な
ど
来
年
度
、

遊
戯
室
と
事
務
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。
会

染
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
町
の
財
政
状
況

と
将
来
人
口
の
推
計
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

元気に遊ぶ子どもたち(会染保育園)

地域と育む食育推進活動

空き家バンク登録後の成約済み物件
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議
会
　
一
般
質
問

問
町
平
坦
部
の
水
道
用
水
源
は
地
下
水
を
揚

水
し
て
い
る
。
安
曇
野
市
の
地
下
水
調
査

か
ら
町
地
下
水
は
松
本
盆
地
の
大
き
な
地
下
水
ガ

メ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
安
曇
野

市
の
地
下
水
が
減
少
し
て
い
る
が
、
町
の
水
道
用

地
下
水
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

答
今
の
と
こ
ろ
揚
水
に
支
障
は
で
て
い
な

い
。

問
安
曇
野
市
の
調
査
に
よ
る
と
、
松
本
盆
地

の
水
田
作
付
面
積
が
現
在
よ
り
さ
ら
に

40
%
減
っ
た
場
合
、
町
の
地
下
水
は
今
よ
り
5
m

か
ら
10
m
低
下
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、

家
庭
用
浅
井
戸
の
水
枯
れ
が
心
配
で
あ
る
。
町
と

し
て
家
庭
用
浅
井
戸
の
調
査
を
行
え
な
い
か
。

答
家
庭
用
浅
井
戸
の
調
査
は
検
討
す
る
。

問
電
気
柵
設
置
状
況
は
。
ま
た
鳥
獣
駆
除
の

状
況
や
鳥
獣
被
害
へ
の
取
組
み
は
。

答
電
気
柵
の
設
置
状
況
は
、
中
之
郷
・
鵜
山

渋
田
見
・
滝
沢
・
相
道
寺
地
区
、
広
津
ふ

れ
あ
い
農
園
エ
リ
ア
で
、
電
気
柵
の
総
延
長
は
約

7.8	

km
と
な
っ
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
隊
を
組
織
し
、
平
成
30
年

度
は
17
名
で
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
10
月
末

で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
24
頭
、
イ
ノ
シ
シ
25
頭
、
カ
ラ
ス

19
羽
、
サ
ギ
類
10
羽
を
駆
除
し
た
。
ま
た
、
被
害

対
策
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
に
つ

い
て
は
、32
箇
所
に
く
く
り
罠
を
設
置
し
て
い
る
。

サ
ル
は
学
習
能
力
が
高
い
の
で
、
罠
に
つ
い
て
の

先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
中
で
あ
る
。
カ
ラ
ス
に

つ
い
て
も
追
い
払
い
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

問
9
月
議
会
で
次
年
度
の
給
食
費
の
減
免
策

を
示
す
と
し
た
が
具
体
策
は
。

答
現
在
年
額
1
万
円
を
減
免
し
て
い
る
が
、

次
年
度
か
ら
は
年
額
2
万
円
減
免
す
る
。

学
校
と
地
域
の
連
携
で
自
殺
防
止
対
策
を

問
日
本
の
自
殺
者
は
外
国
と
比
較
し
て
多
い
。

町
の
現
状
と
自
殺
防
止
計
画
の
策
定
を
。

答
町
の
自
殺
者
は
平
成
18
年
か
ら
29
年
ま
で

16
人
で
あ
る
。
自
殺
防
止
計
画
は
今
年
度

中
に
策
定
す
る
。

問
日
本
の
小
中
高
校
生
は
自
己
肯
定
感
が
低

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
長
期
休
暇
直
後
に

自
殺
が
増
加
す
る
傾
向
だ
が
、
学
校
で
の
取
り
組

み
は
。

薄
井
孝
彦 

議
員

町
平
坦
部
水
道
用
地
下
水
の

保
全
対
策
を
問
う

服
部
久
子 

議
員

給
食
費
減
免
の
具
体
化
は

大
出
美
晴 

議
員

鳥
獣
駆
除
の
現
状
は
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議
会
　
一
般
質
問

問
松
本
盆
地
の
地
下
水
保
全
策
と
し
て
、
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
製
造
業
揚
水
量
の
上

限
規
制
及
び
業
者
総
数
の
規
制
が
求
め
ら
れ
る
。

町
と
し
て
ア
ル
プ
ス
地
下
水
保
全
対
策
協
議
会
に

そ
の
こ
と
を
提
言
で
き
な
い
か
。

答
協
議
会
の
ル
ー
ル
と
し
て
「
具
体
的
な
規

制
は
含
ま
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
、
提

言
で
き
な
い
。

問
町
の
地
下
水
保
全
策
と
し
て
東
山
の
森
林

涵
養
対
策
は
。

答
森
林
経
営
管
理
法
の
成
立
に
基
づ
き
来
年

度
か
ら
新
た
な
「
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

が
始
ま
る
。
こ
れ
を
活
用
し
森
林
整
備
を
行
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
対
策
は

問
大
阪
北
部
地
震
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒

壊
に
よ
る
死
亡
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答
自
主
防
災
会
に
再
度
、
点
検
を
依
頼
す
る
。

広
報
で
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
所
有
者
に
点
検
し

て
い
た
だ
く
よ
う
再
度
お
願
い
す
る
。

保
小
中
一
貫
教
育
の
将
来
像
は

問
学
校
統
合
を
念
頭
に
置
く
の
か
。
町
と
学

校
の
双
方
に
考
え
方
の
差
は
無
い
か
。

答
「
更
に
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
す
も
の
」

で
あ
る
。
保
小
中
一
貫
型
教
育
に
つ
い
て

の
改
革
で
あ
っ
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
な
い
。
学
校

長
園
長
準
備
会
に
よ
り
教
育
委
員
会
と
保
育
園
、

小
中
学
校
の
す
り
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。保
育
士
、

教
職
員
が
意
識
改
革
を
し
て
同
じ
立
場
、
方
向
を

目
指
し
取
り
組
め
る
か
が
鍵
で
あ
る
。

移
住
者
の
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
は

問
町
と
し
て
の
取
組
み
は
。

答
加
入
率
は
平
成
21
年
度
か
ら
推
移
す
る

と
、
約
10
%
落
ち
込
ん
で
い
る
。
移
住
者

の
未
加
入
分
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
と
推

測
す
る
。
転
入
手
続
き
の
際
も
案
内
し
て
い
る
が

歯
止
め
が
掛
か
ら
ず
、
決
定
打
が
無
い
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。

答
当
町
の
小
中
学
生
の
自
己
肯
定
感
は
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
日
頃
か
ら
お
互

い
を
認
め
合
う
活
動
を
し
、
悩
み
を
聞
く
対
応
を

し
て
い
る
。
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
取
り
組
み
を

し
、チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
周
知
し
て
い
る
。

生
活
保
護
引
き
下
げ
の
影
響
は

問
10
月
か
ら
生
活
保
護
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

町
の
生
活
保
護
受
給
者
や
就
学
援
助
受
給

者
へ
影
響
は
あ
る
か
。

答
今
回
の
改
定
で
15
世
帯
が
増
額
、
6
世
帯

が
減
額
、
10
世
帯
が
同
額
に
な
っ
た
。
就

学
援
助
の
対
象
か
ら
外
れ
た
受
給
者
は
い
な
い
。

高
齢
者
の
足
の
確
保

問
高
齢
者
の
足
の
確
保
の
た
め
デ
マ
ン
ド
方

式
の
交
通
施
策
の
実
施
が
で
き
な
い
か
。

答
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

５丁目第５水源施設
（地下44mから揚水）

整備された電気柵

※デマンド方式
利用者の事前予約に応じて運行経路や
スケジュールを合わせて運行する地域公
共交通システム

※チャイルドライン
18歳までの子どもが悩みなどを話せる専用電話
全国で2,000人が対応

一口
メモ

学校給食センター調理風景
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議
会
　
一
般
質
問
／
意
見
交
換
会

池
田
町
芸
術
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
で
は

　

当
議
会
の
振
興
文
教
委
員
会

委
員
が
担
当
し
て
、
町
政
状
況

と
議
会
の
取
り
組
み
（
保
小
中

の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
専
門
学
校

設
立
の
経
緯
と
進
ち
ょ
く
状
況
、

災
害
協
定
な
ど
）
に
つ
い
て
報

告
を
し
た
。

　

芸
文
協
は
28
団
体
（
3
3
8

名
）
で
活
動
し
高
齢
化
に
よ
り

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

意
見
交
換
で
は

○
公
共
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

○
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
に
向
け
ソ
フ
ト
面
の
詳

細
を
知
り
た
い

○
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
内
容
の
報
告
を
し
て
ほ
し

い
な
ど
が
出
さ
れ
、
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。

池
田
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
で
は

問
12
月
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
高
校
生
が
高
瀬
中

学
校
に
訪
れ
た
。
11
月
に
議
会
視
察
で
同

国
を
訪
れ
た
事
が
機
会
と
な
っ
た
国
際
交
流
で
あ

る
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
良
い
刺
激
や
経
験
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
他
市
町
村
を
み
て
も
国

際
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
当
町
は
ま
だ
1
カ

所
も
な
い
。
候
補
都
市
な
ど
選
定
に
向
け
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
。

答
国
際
交
流
は
町
総
合
戦
略
で
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
担
当
課
で
相
手
先
を
絞
っ
て

い
る
。
候
補
地
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

来
年
度
中
に
は
め
ど
を
付
け
た
い
。

新
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
誰
の
も
の
か

問
T
P
P
が
12
月
30
日
発
効
す
る
が
、
農
業

分
野
で
の
町
の
対
応
は
。

答
町
の
農
業
の
中
心
は
水
稲
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
コ
メ
の
継
続
的
生
産
に
向
け

て
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
農
業
機
械
の
近
代
化

を
図
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
す
。
ま
た
、

コ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
輸
出
米
に
つ
い
て
も
J
A

大
北
と
の
連
携
、
検
討
を
し
て
い
く
。

問
農
業
の
生
き
残
り
策
と
し
て
、
農
工
商
が

持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
中
し
、
売
れ

る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
造
り
出
す
必
要
が
あ

る
が
。

答
ブ
ラ
ン
ド
品
開
発
の
必
要
性
が
あ
り
、
6

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
に
も
農
業
、

商
業
、
工
業
が
連
携
し
て
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
に

向
け
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
に

桜
井
康
人 

議
員

農
業
環
境
の
変
化
に
町
の

対
応
は

矢
口　

稔 

議
員

国
際
交
流
の
推
進
を

も
っ
と
力
強
く

芸文協さんとの意見交換会

第
6
回
「
町
民
の
皆

さ
ん
と
議
会
と
の
意

見
交
換
会
」を
開
催

開かれた
議会を目指して

昨
年
に
引
続
き
町
内
外
で
活
動
さ
れ
て
い
る
、
池
田
町
商

工
会
、
池
田
町
芸
術
文
化
協
会
、
池
田
町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

池田町議会だより　　第 121 号　　2019 年 1 月 30 日発行 14



議
会
　
一
般
質
問
／
意
見
交
換
会

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
気
軽
に
、
ま
た
身
近
に
意
見

交
換
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
課

題
を
決
め
て
進
行
し
、
と
て
も
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

○
防
災
・
減
災
対
策
～
女
性
と
し
て
の
役
割
を
考
え
る
。

○
少
子
化
対
策
に
お
け
る
、
子
育
て
支
援
や
保
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て

○
健
康
長
寿
の
視
点
か
ら
、
食

育
・
運
動
・
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
（
社

会
参
加
）
に
つ
い
て

○
日
本
一
美
し
い
町
づ
く
り
「
修

景
・
ゴ
ミ
減
量
化
・
美
化
運
動
」

な
ど
に
つ
い
て

○
町
公
共
施
設
の
あ
り
方
（
ハ
ー

ブ
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
周
辺
施
設
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

池
田
町
商
工
会
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
で
は

　

議
員
が
考
え
る
町
づ
く
り

に
つ
い
て
の
持
論
発
表
お
よ

び
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
論

を
行
っ
た
。
観
光
問
題
、
景

観
を
生
か
し
た
観
光
客
の
誘

導
、
て
る
て
る
坊
主
の
活

か
し
方
、
基
幹
産
業
で
も
あ

る
農
業
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
池
田
町
に
相
応
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
商
工
業
の
振

興
策
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

問
新
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
愛
着
形
成

は
、
生
ま
れ
る
前
の
赤
ち
ゃ
ん
が
胎
動
を

通
じ
母
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う

に
、
完
成
前
の
町
民
と
の
交
流
が
、
後
々
の
事
業

運
営
に
大
き
な
違
い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

答
愛
称
決
定
に
中
高
生
の
投
票
を
予
定
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
関
わ
り
を

持
っ
て
も
ら
い
、
愛
着
を
は
ぐ
く
む
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
。

図
書
館
の
移
転
、
町
民
参
加
で

問
図
書
館
の
移
転
は
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
に

合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
が
可
能
な
の
か
。
ま

た
、
移
転
費
用
に
約
5
0
0
万
円
の
経
費
が
か

か
る
と
聞
い
て
い
る
。
町
民
の
手
で
経
費
を
削
減

し
、
新
し
い
図
書
の
購
入
に
し
て
ほ
し
い
と
の
声

も
聞
く
が
。

答
引
っ
越
し
に
は
約
3
カ
月
が
必
要
。
現

在
で
は
10
月
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
あ

る
。
引
っ
越
し
は
初
め
て
な
の
で
職
員
も
不
安
が

あ
る
。
一
部
で
も
町
民
の
方
か
ら
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
よ
う
検
討
す
る
。

基
づ
く
「
円
卓
会
議
」
に
お
い
て
検
討
す
る
。

中
学
校
運
動
部
活
の
あ
り
方
は

問
ス
ポ
ー
ツ
庁
通
達
の
「
運
動
部
活
動
の
在

り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
、
子
ど
も
た
ち
へ
与
え
る
影
響
力
は
。

答
全
国
に
共
通
す
る
部
活
動
の
課
題
に
対
す

る
新
た
な
打
開
策
と
考
え
る
。
少
子
化
に

伴
い
、
部
員
確
保
の
困
難
性
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。
過
度

な
活
動
に
な
ら
な
い
よ
う
通
達
を
遵
守
す
る
。

問
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
権
限
は
。
ま
た
、
生
徒
数

減
少
に
よ
る
町
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は
。

答
文
科
省
や
厚
労
省
な
ど
、
複
数
の
省
庁
に

わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
関
係
機
構
を
一

本
化
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
対
応
し
て
、
県
も
「
合
同

部
活
支
援
事
業
」「
ゆ
る
ス
ポ
活
動
支
援
事
業
」
な

ど
展
開
し
て
お
り
、
町
も
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

どうなる日本の農業
（芽が出た麦畑）

中学生と一緒に授業を
受けるマレーシアの学生

意見を出し合い課題解決を共通課題をグループで意見交換
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議
会
　
一
般
質
問
／
議
会
報
モ
ニ
タ
ー

問
酒
類
な
ど
海
外
販
路
拡
大
に
お
け
る
、
三

市
町
村
の
連
携
は
。

答
町
の
二
酒
蔵
、
安
曇
野
市
の
一
酒
蔵
の
共

同
の
ラ
ベ
ル
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
製
作
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
、
マ
レ
ー
シ
ア

へ
酒
の
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
又
新
た
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
三
蔵
に
よ
る

現
地
で
の
フ
ェ
ア
を
現
在
展
開
し
て
い
る
。

問
酒
販
売
の
窓
口
と
酒
蔵
へ
の
発
注
な
ど
や

輸
出
5
年
後
の
動
向
は
。

答
各
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
、
バ
イ
ヤ
ー
を
通
し

て
対
応
し
て
い
く
。
町
の
産
業
振
興
課
も

窓
口
と
な
り
協
力
し
て
い
く
。
伊
勢
丹
ジ
ャ
パ
ン

や
、
ペ
ナ
ン
島
の
飲
食
店
で
も
、
当
町
の
二
酒
蔵

の
日
本
酒
の
売
れ
行
き
が
好
調
と
聞
く
。
三
市
町

村
で
の
交
付
金
を
活
用
し
行
う
フ
ェ
ア
は
5
年

問
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
へ
の
相
談

件
数
と
実
績
は
。

答
9
月
末
時
点
で
相
談
件
数
は
延
べ
11
件
で

そ
の
内
、
医
療
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
っ
た
の
は
2
人
で
あ
る
。

問
大
町
市
と
比
べ
る
と
活
動
実
績
が
少
な
い

と
思
わ
れ
る
が
。

答
認
知
症
カ
フ
ェ
が
始
ま
り
地
域
に
出
向
き

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
2
名
を
中
心

に
相
談
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
困
っ
た
時
は
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
相
談
し
て
い
る
。

認
知
症
に
つ
い
て
は
、
20
年
あ
ま
り
前
か
ら
あ
づ

み
病
院
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
認
識

は
早
く
か
ら
あ
り
、
そ
の
対
策
も
進
ん
で
い
る
と

思
う
。
あ
づ
み
病
院
認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー
と
そ

の
つ
ど
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
の
で
、
町
の
段

和
澤
忠
志 

議
員

認
知
症
対
策
の

取
り
組
み
は

立
野　

泰 

議
員

町
特
産
品
の
海
外
販
路
拡
大

の
方
向
性
に
つ
い
て

感
想
や
ご
要
望
は

◦
表
紙
「
池
田
つ
む
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
新
し
い
ま
ち

の
躍
動
あ
る
情
報
で
よ
か
っ
た
。
次
世
代
を
担
う
若
者

た
ち
の
活
動
で
あ
る
と
思
う
広
報
紙
「
い
け
だ
い
ろ
」

も
一
緒
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

◦
一
般
質
問
で
は
写
真
が
大
き
く
、
紙
面
構
成
が
と
て
も

画
期
的
で
あ
っ
た
。
紙
面
の
構
成
か
ら
仕
方
な
い
が
内

容
が
軽
微
に
な
っ
て
い
る
。

◦
見
開
き
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
構
成
は
、
議
場
の
臨
場
感
が

伝
わ
っ
た
。活
字
も
大
き
く
な
り
読
み
や
す
く
な
っ
た
。

◦
委
員
会
や
議
会
活
動
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

開
催
期
日
の
明
記
を
。

知
り
た
い
情
報
は

◦
「
池
田
町
農
産
物
加
工
組
合
カ
モ
ミ
ー
ル
の
会
」
の
今

後
に
つ
い
て

◦
専
門
学
校
の
町
の
係
わ
り
方

◦
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
修
景
促
進
事
業
に
関
す
る
具
体

的
な
取
組
み

町
や
議
会
議
員
へ
の
ご
意
見
は

◦
「
圏
域
単
位
」
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
に
、
町
職
員
が
県
や
他
市
町
村
な
ど
異
業
種
へ
の
人

事
交
流
を
進
め
、
よ
り
幅
広
い
見
識
を
持
つ
職
員
育
成

が
必
要
と
思
う
。

◦
池
田
町
に
は
県
立
高
校
と
養
護
学
校
が
あ
り
、
養
護
学

校
の
あ
る
地
区
で
は
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
、
お
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
交
流
会
を

議
会
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
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議
会
　
一
般
質
問
／
10
月
臨
時
会

で
あ
る
。
今
回
の
輸
出
は
、
空
輸
の
方
法
を
取
っ

て
い
る
。
高
く
つ
く
の
で
、数
量
を
ま
と
め
る
か
、

そ
の
手
段
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
2
年
間

で
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
輸
出
量
増
加
の
た
め
、
バ
イ

ヤ
ー
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
商
談
を
進
め
て
い
く
。

有
効
な
移
住
促
進
事
業
の
ア
ピ
ー
ル
は

問
集
客
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。
ま
た
、

農
家
民
宿
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
、
町
民

の
理
解
は
。

答
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
、
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
随
時
行
う
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
合
わ
せ
、
紹
介
ブ
ー
ス
設

置
な
ど
を
検
討
す
る
。
池
田
町
の
特
色
と
し
て
空

き
家
に
接
し
て
い
る
農
地
を
購
入
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
滞
在
型
観
光
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
町

内
宿
泊
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。ま
た
、

助
成
措
置
も
必
要
と
考
え
検
討
す
る
。

階
で
解
決
し
て
い
る
件
数
の
方
が
多
い
状
況
で
あ

る
。問

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
、
発
病
す

る
20
〜
30
年
前
か
ら
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
脳

へ
の
蓄
積
が
始
ま
る
の
で
早
期
発
見
早
期
治
療
が

必
要
で
あ
り
、
軽
度
認
知
障
害
の
段
階
で
治
療
を

始
め
る
事
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。
人
間
ド
ッ
ク
の

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
診
断
が
受
け
ら
れ
る
の
で
補

助
を
し
て
検
診
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
必
要
性
は
感
じ
て
い
な

い
。　

保
小
中
の
農
業
体
験
の
取
り
組
み
は

問
保
育
園
や
小
中
学
校
に
お
け
る
農
業
体
験

の
取
り
組
み
は
。

答
保
小
中
一
貫
型
教
育
の
中
で
、
保
育
園
か

ら
中
学
生
ま
で
の
間
に
、「
種
ま
き
か
ら

収
穫
し
食
べ
る
」
ま
で
を
体
験
で
き
る
よ
う
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
行
き
た
い
。

し
て
い
る
。
こ
の
様
な
活
動
を
全
町
に
広
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

◦
町
の
各
課
、
係
員
の
活
動
内
容
を
掲
載
す
れ
ば
い
か
が

か
。

◦
第
6
次
総
合
計
画
に
対
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
、
資
料
が
60
頁
に
及
ぶ
も
の
で
集
ま
り
難
い
。
町

民
代
表
の
議
員
か
ら
の
提
言
が
意
味
を
持
つ
と
思
う
。

◦
本
議
会
討
論
は
、
も
っ
と
新
鮮
味
が
欲
し
い
。

◦
議
会
活
動
に
も
う
少
し
関
心
を
高
め
て
い
く
に
は
ど
の

よ
う
な
取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
の
か
、
共
に
考
え
て
い

き
た
い
。

※
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
6
名
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
感
想

や
ご
意
見
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10月臨時会の概要

池田町教育委員会教育長に
竹内延彦氏の任命（新任）を同意しました

10月 22日臨時会を開会し同意１件を審議し可決

(住所)池田町3丁目
(年齢)52歳（昭和42年1月7日生れ）
(任期)2019年1月1日～

2021年12月31日
(経歴)民間企業やNPO法人勤務を経
て、平成23年4月より平成30年12月
末まで長野県次世代サポート課に勤
務し、「信州やまほいく普及事業」他
子ども若者支援全般に携わる。
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平
成
29
年
度
決
算
審
査
意
見
に
対
す
る
町
回
答

池田町議会では9月定例会において平成29年度の決算審査を行い、要望などをまとめ
町へ意見書として提出しました。その内容(抜粋)及び町からの回答を掲載します。

9月議会での
平成29年度決算審査意見に対する町回答

1 実質公債費比率が8.8％に上昇した。長期の見通しを立て慎重な行政運営を求める。

町回答 　平成35年度に実質公債費比率がピーク (最大約 14％ ) となる見込み。
34年度に繰り上げ償還 (約 3億円 )を実施し公債費の抑制に努める。

2 社会資本整備総合交付金事業で道路事情が激変する。関係機関と連携し交通安全を最優先
に整備を。

町回答 　交差点となる個所や横断歩道などは、公安委員会と協議し道路整備を進める。

3 交通弱者の足の確保のため、町営バスの日曜運行の検討を。

町回答 　7年ほど前に日曜運行をしたが利用者が少なかったため廃止した。
他市町村も日曜運行をしていないため接続できないので町も実施しない。

4 食育推進計画がスタートし、若者の食生活改善、小児生活習慣病
予防の特化した取り組みを求める。

町回答 　「朝ご飯を食べよう」をＰＲするため計画に沿って実施する。

5 松くい虫被害木の整理と被害の拡大を防ぐため、国、県に強く働きかけをされたい。

町回答 　国、県に要望していく。

6 数年先を見据えた保育士の確保と待遇改善に努められたい。

町回答 　計画的な募集を行い、臨時職員の処遇改善に努める。

7 地域交流センターの運営に町民参加がスムーズにできるよう取り組みの強化をされたい。

町回答 　「利用者の会」とセンター運営を行い、会が自主企
画事業を主催できる組織を目指し、交流センター
を住民とともに盛り上げていきたい。

8 開校予定の専門学校が長期の取り組みになるので、町民、学校、行政、議会が一体となっ
て進められるよう求める。

町回答 　情報を共有し、懸念される事項は早めに協議するよう努める。
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利用者の会
講座・イベント部会のようす



議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

新教育長に聞く

海外視察研修報告〈視察先　マレーシア〉
2018 年 11月 20日～ 25日　参加議員 8名

法人町民税について学習会

　町では国の交付金を受けて 28年度から 5年間で「安曇
野地域（安曇野市、池田町、松川村）農産物・特産品輸出と
外国人旅行者誘致事業」を実施している。特産品の海外販路
進出は初めての企画であり、県内外からたいへん注目されて
いる。その状況を知るためマレーシアのペナン島及びクアラ
ルンプールを訪ねた。ペナン島の和食レストランでは「池田
町フェア」を開催していた。池田町の日本酒が並び好評を得
ており、特産品の「桜仙狭あずき」が食材として用いられて
いた。和食や日本酒にたいへん関心が高い。海外販路拡大の
絶好のチャンスとして捉えたい。このほか、クアラルンプー
ル市内の小学校や黒田精工マレー
シア工場を訪問した。

一般社団法人大北法人会池田支部より、法
人町民税改正に関する要望書が提出された。
池田町監査委員の吉澤暢章氏を講師に学習会
を行った。町の法人税割額については、制限
税率をH30年10月から10.9%に改正した
が、消費税率の引き上げに伴い、H31年 10
月から8.4%にする予定である。
基本、税率は国によって定められているも

のである（標準税率）。ただし、制限税率の
範囲内で課税主体の裁量によるものでもあ
る。深刻な税収不足という課題もある。
今後も要望主旨に沿い注視していきたい。

　池田町の教育構想につ
いて『日々成長する子ども
のために連続的な学びの環
境を創造する意義について
0歳から15歳まで切れ目
ない学びの環境としての

「保小中一体的な」学校づくり』と題して、
◦信州やまほいくを通じて見えた子どもの
成長
◦保小中一体的な学びが目指すゴール地点
◦生きる力とは
◦保小中「一貫」「一体」「混在」それぞれの
『特徴』など、
エピソードを交え、思いや考えをお聞きした。
　なかでも『幸福感は自己肯定感が幸せにつ
ながる。自然体験や生活体験が豊富なほど自
己肯定感が高い』という言葉が印象に残った。
今後、教育長と地域のみなさんと大いに、こ
れからの教育について議論を交わす機会を得
たいと感じた。
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竹内延彦 教育長

安曇野池田
酒フェアをPR

SALAK　SOUTH小学校訪問

ペナン島の日本食レストラン 黒田精工マレーシア工場にて
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編
集
後
記

き
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

横
澤
は
ま

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
服
部
　
久
子 

副
委
員
長
　
　
横
澤
　
は
ま

委
　
　
員
　
　
矢
口
　
新
平

和
澤
　
忠
志

那
須
　
博
天

　
新
春
を
迎
え
、
こ
の
一
年
皆

さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
広
く
・
深
く
「
今
、
こ
の
一

歩
に
全
力
を
傾
け
る
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
知
恵
と
夢
と
元
気

を
出
し
、
わ
か
り
や
す
く
、
楽

し
く
、
読
ん
で
み
た
く
な
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
広
報
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
よ
り
議

会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

12
月
定
例
会
を
傍
聴
し
て

太
田
　
勍つ

よ
しさ

ん（
渋
田
見
在
住
）

　

休
日
に
行
わ
れ
た
事
で
傍
聴
者
は
い
つ
も
よ
り
多
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、
地
下
水
の
問
題
に
つ
い
て
注
目
し
ま
し
た
。

飲
料
水
メ
ー
カ
ー
が
次
々
進
出
す
る
事
が
予
想
さ
れ
、
西
山

山
麓
の
森
林
が
切
り
開
か
れ
る
と
か
、
松
枯
れ
で
地
面
が
露

出
す
る
な
ど
、
雨
水
が
地
表
面
を
流
れ
去
り
地
下
水
に
な
り

に
く
い
事
な
ど
で
、
現
在
問
題
は
な
く
て
も
早
く
対
策
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
交
通
確
保
の
質
問
で
は
、
高
齢
や
認
知
症
で
免

許
返
納
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
細
か
な
対
応
を
早
急
に
行
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

会
染
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
南
部
地
域
へ
の
子
育
て
世
帯

者
の
移
住
が
多
く
、
早
急
の
建
て
替
え
が
必
要
で
す
。

　

休
日
議
会
は
、
忙
し
い
12
月
よ
り
６
月
の
方
が
傍
聴
し
や

す
い
で
す
。
ま
た
、
土
・
日
曜
日
の
２
日
間
と
す
れ
ば
十
分

な
時
間
で
議
論
も
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
舞
う
里
づ
く
り
か
ら

　

平
成
8
年
、
自
宅
の
休
耕

田
、
池
の
間
と
家
の
西
側
2

箇
所
に
多
く
の
方
々
が
参
加

し
、
ホ
タ
ル
の
生
態
に
適
す

川
と
水
辺
を
造
成
し
た
。
誠

に
感
謝
。
完
成
後
カ
ワ
ニ
ナ

を
放
流
し
、
平
成
10
年
4
月

に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を

興
味
深
く
放
流
し
た
。

　

そ
の
夏
に
は
長
年
見

な
か
っ
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

1
9
9
匹
が
発
生
、
復
活
し

た
光
の
舞
い
を
共
に
喜
び
感

動
す
る
。
カ
ワ
ニ
ナ
と
ホ
タ

ル
が
自
然
に
繁
殖
し
、
近
年

は
ひ
と
夏
で
8
0
0
匹
前

後
の
ホ
タ
ル
が
水
辺
に
光
り

輝
き
、
生
命
を
賛
美
し
て
い

る
。

　

当
時
の
町
長
か
ら
ホ
タ
ル

の
里
を
つ
く
り
た
い
の
で
町

内
の
発
生
状
況
を
調
査
し
て

欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

平
成
24
年
6
月
上
旬
か
ら
7

月
下
旬
ま
で
発
生
水
域
を
調

べ
て
回
っ
た
。
発
生
場
所
は
、

三
郷
、
花
見
、
滝
沢
、
内
鎌
、

渋
田
見
、
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
、

鵜
山
、
十
日
市
場
で
あ
っ
た
。

　

ホ
タ
ル
発
生
水
域
は
約

7
㎞
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
合
計

2
万
匹
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
合

計
約
8
千
匹
だ
っ
た
。
風
雨

や
長
時
間
か
か
り
光
ら
な
い

時
間
帯
が
あ
り
、
実
数
は
相

当
多
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

調
べ
を
ポ
ス
タ
ー
大
の
「
池

田
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
」
や
、
現

場
の
「
ホ
タ
ル
生
息
域
」
看

板
に
情
報
発
信
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
。
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和
わ ざ わ

澤 俊
しゅんぱち

八 さん（花見）

昭和８年東筑摩郡笹賀村（現在松本市）
生まれ
信州大学教育学部卒、小中学校教員、大
町小学校在職時京都大学〈哲学〉留学、
元白馬南小学校長、平成７年から花見地
区の「花とホタルの里づくり」に参加、
以来活動を続けている。県内外ホタル先
進地現場見学し信州ホタル保護連絡会参
加、ホタルの里づくりボランティア

著書『安曇野にホタル舞う』

略歴・活動内容

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

ホタルの環境づくり

ゲンジボタルの幼虫放流

　

ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
自
然

環
境
は
、
水
が
き
れ
い
で
健

康
な
農
作
物
が
育
つ
。
ま
た
、

子
ど
も
と
大
人
が
共
に
体
験

し
て
学
ぶ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
」
に
適
す
る
。

美
し
く
豊
か
な
景
観
の
ホ

タ
ル
発
生
時
期
に
は
大
勢
の

方
が
観
賞
に
訪
れ
、
町
の
活

性
化
の
発
展
と
な
っ
て
い
る
。

下
水
道
の
普
及
や
町
民
全
体

に
よ
る
協
働
の
成
果
で
あ
る
。


